
 
 
 
 
 月日の経つのは早いもので，令和3年も残り1か月となりました。保護者の皆様のご理解とご協力の

もと，予定されていた行事等もほぼ滞りなく終了することができました。ありがとうございました。間

もなく冬休みとなります。健康に気を付けて思い出深い日々をお過ごしください。 

 

 

 寒い季節となり，また，日が暮れるのも早くなり，家庭内で過ごすことが増えてくる季節。するとよ

く起こる兄弟げんか。保護者の方々も大変な思いをしているのではないでしょうか。「こどもコンサルタ

ントの原坂一郎氏」によると，兄弟げんかに親が介入する必要性を説いています。なぜなら，親の前で

するけんかは全体の一割程度であり，子供同士の解決を阻害することにはならないからだそうです。冬

休みももう間近です。下記をご覧になり実践してみる価値はあるかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月号でお知らせしました通り，延期していた 

創立記念集会を放送で行いました。集会委員会が 

中心となり，導入されたタブレットを活用してク 

イズを作成するなど，頑張りました。 

 

１２月号 上河内東小学校だより 
文責 校長 田沼広志 新しい生活様式：『３密避けて 手洗い・消毒・マスクに換気』 

やってみよう（勇気） 続けてみよう（粘り強さ） 最後まで（たくましさ） 

【令和 3 年度重点合言葉】 あいさつ 音読 タブレット 

【親の対応に問題がある場合が多い】 
（例）① よく叱られる。② なんでも禁止される。③ すぐに我慢させられる 
⇒子供がストレスをため込む。⇒上の子は親と同じ態度で下の子に接する。⇒下の子は反発する 
【子供の満足と甘やかしを混同しない】親が先回りをしないことが大切 
（例）「寒いからこれ着なさい」＝甘やかし 「寒い」と子供が訴えたら上着を出す＝小さな満足 
※特に 10 歳以上は理屈で話せば分かる。過度に子供扱いしないこと。 

【介入するポイント】 
①双方から事情を聴く＝必ず理由がある 
②共感する＝不満を吐き出させる 
③状況を整理して説明してあげる＝興奮を収める 
●面倒くさがって「いい加減にしなさい。」「お兄ち

ゃんなのだから我慢しなさい。」で収めると必ず再

発する 

【よその子とのけんかの場合】 
〇相手の子の前では＝「譲ってあげなさい。」 
〇家に帰ったら＝「いきなり取られて嫌だっ

たね。怒りたくなるよね。分かるよ。」 
●最近は自分の子可愛さでトラブルになるこ

ともあります。ご注意を！ 
 



【ポイント】無理のない継続 
①しっかり準備運動 ②段階的に課題を設定 

 

 

 

 

 

 

 昨年度から，記録会として再スタートしました。頑張る，我慢する，自分と戦うという意味において

とても大切な活動ですが，近年プロスポーツ選手であっても突然死があり，安全・安心を第一とした考

え方に方向転換してきています。ご家庭でも，体調の変化に注意しながら取り組ませてください。 

 

 

 

 

 

 タブレットへの対応，主体的・対話的授業の深化など，これからの社会の変化に合わせた教育に日々

取り組んでいます。11月15日（月）は3年生，11月26日（金）はすまいる学級での授業が行われまし

た。12月 10日には5年生による家庭科の研究授業を行う予定です。 

 

 

 

3年社会科の授業（school Taktの活用）  すまいる 自立活動 

 

 

 昨年度から趣を変えて実施しています収穫を祝う会。短い時間ではありますが，児童が主体的に活動

できました。新型コロナの感染状況や社会の動きに合わせながら，来年度は，保護者の皆様にもご協力

いただける会にしていきたいと考えております。当日の様子は，地域協議会の皆様にも参観していただ

きました。 

 

 

 
 
 

 

 読み聞かせ VT の方々が何度も学校に足を運び，意見交換しながらこの日に備えてくださいました。

図書委員会の児童との練習会・準備会も行い，子供たちにとってもワクワクする時間が過ごせました。

また，先生方による読み聞かせも２回【11月19日（金）11月26日（金）】実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 坂本玉宏会の先生方を講師にお招きし，  

５，６年生児童が筝の体験をしました。 

今年から回答方法
が変更になった学校
マネジメントアンケ
ートにご協力いただ
きました。大人も
GIGA スクール構想
の時代です。 

予算削減のため白黒印刷にしております。ご容赦ください。カラー版はホームページでご覧ください。 

【薬物に手を出すきっかけ】 
〇友達からの誘い 〇SNS 
☆自分の子に限って大丈夫と

いう甘い考えは禁物です。 

今年収穫されたお米，野菜を給食で提供しました。 

PTA 執行部による児童
配付用米の袋詰め作業 

筝とは，琴の仲間です 

大道具，小道具，衣装，

効果音など，楽しめる要素

が盛りだくさん。子供たち

は大盛り上がりでした。 
先生方による読み聞かせ 


